
総工費は93億円、内43億円
は国、残る50億円については、鳥
取県内に作ることから、鳥取・島根
の申合せで丸々鳥取県負担と
なっている。これが完成すれば、島
根にも益々多くの客が訪れること
になる。負担割合を島根と話し合
うべきだ。

従来のやり方が通用しない時
期に入ってきているのかなとも思
う。いいものを造ろうとすればお
金もかかる。負担関係について
柔軟に考えていこうという議論は
あり得る。島根側に誠実にこの議
論を伝えたい。

①成長戦略や財政運営の観
点から、空港や水力発電等公共
施設のコンセッション方式(※1)
に取り組むべき②公共施設マネ
ジメントの観点から、県及び市町
村の公共施設の整理統合に関す
る調査と議論の場を設置し、シェ
アリングエコノミー(※2)も含め
PFIの棚卸作業をすべき。

①空港は至急検討する必要
があり関係者と早急に協議をす
る。水力発電事業も検討の俎上
に乗せる②早いタイミングで自治
体関係者や知見を持つ方も含め
協議の場を作りたい。

答

問 ①2025年には団塊の世代が
75歳以上となり超高齢化社会を
迎える。このような中、自治体病
院の経営にとって重要なガイドラ
インが国から示されたが、2025
年対応についての知事の見解
は。②自治体病院では医師、看護
師、薬剤師の不足が大きな問題。
対応策は。

①各自治体病院の実情を伺
い、言うべきことがあれば連帯し
て国に要求したい。②人材の確保
は地域医療構想等でも求められ
ている。その実現を図る現実の方
策をつくっていく。

答

問 問

答

とっとり県議会だより

選挙区　米子市
会　派　民進党

森 雅幹 議員

境港客船ターミナル
工事費各県負担

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

野坂 道明 議員

インフラ整備と
まちづくりのあり方

選挙区　西伯郡
会　派　民進党

福間 裕隆 議員

自治体病院の
必要性と維持継続

の ぞ み

会
派
正
式
名
称

【 自 由 民 主 党 】鳥取県議会自由民主党

【 公 　 明 　 党 】公明党鳥取県議会議員団

【 共 　 産 　 党 】日本共産党鳥取県議会議員団

【 民 　 進 　 党 】会派民進党

【希望（のぞみ）】鳥取県議会会派希望
答弁者は、記載のないものは知事（各部局長の答弁
を含む）。教育長は知事の部局ではないため別に表
記した。

答弁者説明

※1 コンセッション方式…高速道路、空港、上下水道などの料金徴収を伴う公共施設などについて、施設の所有権を公的機関に
　　　　　　　　　　　残したまま、運営を特別目的会社として設立される民間事業者が行う方式。
※2 シェアリングエコノミー…共有経済。共有の社会関係によって統御される経済。

　県議会の審議は公開されており、どなたでも本会
議、委員会などの会議を傍聴できます。
　暮らしに直結する審議が、どのように進められて
いるのか、直接見てみませんか。議会日程をご確認
のうえ、県議会においでください。

お知らせ

本会議、常任委員会、全員協議会はインターネット
（http://www.pref.tottori.lg.jp/gikai/）で
生中継と録画中継をしています。本会議はケーブル
テレビでも放送しています。
※ ご不明な点はお気軽に県議会事務局総務課

（☎0857－26－7460) へお問い合わせ下さい。

期　日
2月22日（水）

23日（木）
24日（金）
28日（火）

3月02日（木）
6日（月）
7日（火）
8日（水）

10日（金）
13日（月）
15日（水）
16日（木）
21日（火）
22日（水）
23日（木）

日　　　程
本　 会 　議（開会・提案理由説明）

常任委員会

本　 会 　議（代表質問）

本会議（先議議案質疑）・常任委員会
本会議（先議議案採決、一般質問・質疑）

本　 会 　議（一般質問・質疑）

常任委員会
特別委員会
本　 会 　議（採決・閉会）

2月定例会の日程案

県議会を傍聴しませんか

ネットでもご覧になれます

※日程は変更の可能性があります。

答

問 ①西部地震の修繕費助成最
大100万に比べ今回30万は少な
い。増額を。②住家被害1次、2次
調査は被害率高い方を採り多く
支援金を③被災家屋解体や農作
業場支援④応急修理57.6万支援
の周知⑤一部損壊も県住入居や
保険料減免に⑥鳥大も保育士就
学資金対象に⑦岩国基地オスプ
レイやF18・F35戦闘機配備で激
化する低空飛行訓練中止
①しない②判断は市町村③

国制度活用が可能④周知する⑤
しない⑥県外大学含め未来人材
育成基金で検討⑦強く要望する。

答

問 被災者住宅再建支援制度。
20億円の基金と運用益から取り
崩し額を引くと９億５千万円余り。
今後も基金の目標額を20億円と
するのか。増額を検討するのか。
基金の積み立ての開始はいつか
らするのか。
まだ災害が落ち着いておら

ず、基金の取り崩し額もはっきり
しない。被災した市町に基金を積
み立てる余力があるかどうかも
疑問。一呼吸置いて、来年度中に
今後の方針を決めたい。基金に
係る協議会を招集し、市長、町
長、県で話し合いたい。

①林業における効率的で低
コストな施業をする手法として森
林レーザー航測事業の導入が必
要ではないか。②炭素税を財源と
した全国版森林環境税（仮称）創
設を、全国知事会でも推進してい
ただきたい。
①地方財政措置の中でレー

ザー航測の参入の仕組みもある。
財政負担を軽減しながらの導入
について検討したい。
②市町村など関係先と協議した
り、知事会としての考え方をまと
める必要があるが、全国知事会で
主張していきたい。

問

答

選挙区　日野郡
会　派　自由民主党

内田 博長 議員

林業の振興について

鳥取砂丘は現在、入込客数が
年間130万人を超えるが、鳥取港
西地域も鳥取砂丘に匹敵する地
域になろうとしている。今後、鳥
取空港整備強化、空港と鳥取港
を結ぶ県道建設など、さらなる入
込客の増加が大いに期待できる。
不足している駐車場整備が必要
なハード整備と考えるが、知事の
考えを伺う。
解決すべき課題は地元で協

議していただき、方針を固めてい
ただければ、県も応分の協力をし
ていきたい。

①TPP強行は道理がない。所
感を②保育のあり方研究会は在
宅育児世帯に支援を検討。現金
給付、現物給付、保育サービスか
ら選択、支給は１歳まで。育児相
談や育児の孤立化を防ぐ支援が
必要で現金給付先行は問題では
③1歳まで実施の理由は。
①通常の協定では格段に長

い審議。国会の議論として評価さ
れるべき②アンケートで６割賛成。
現金給付だけでない緩やかな制
度。市町村が取り組むのがふさわ
しい③民間の育児休業の期間は
子どもが１歳まで。

①専門家でも困難な大山横
手道上にブナを育成する会の25
年に及ぶ活動への支援を②生物
多様性地域戦略策定への県の取
組状況は③難病など外見上判り
にくい人達のヘルプマークの検
討を。相談員も増やすべき④県庁
に月80時間以上の超勤者99名
がいる。命の問題だ。働き方文化
を県庁からつくるべき。
①今後も支援を続けたい②

来年の夏頃にまとめたい③あい
サポート条例で検討。体制強化は
現場と話したい④実務も点検し
率先垂範モデルをつくりたい。

答

問

答

答

問

問

とっとり県議会だより

選挙区　鳥取市
会　派　共産党

市谷 知子 議員

中部地震、奨学金、
米軍機飛行訓練

選挙区　東伯郡
会　派　民進党

伊藤 保 議員

住宅再建支援制度
一呼吸置いて協議

鳥取港（賀露港）
の駐車場整備

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

中島 規夫 議員

選挙区　米子市
会　派　共産党

錦織 陽子 議員

TPP強行の所感
在宅育児支援

自然環境保全、
難病患者等への配慮

選挙区　米子市
会　派　民進党

浜田 妙子 議員
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